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１５世紀英国の情緒的特性：

｢キリストの尊い生涯の黙想｣の影響について

ＦｅｅｌｉｎｇｓａｎｄＥｍｏｔｉｏｎｓｉｎＦｉｆｔｅｅｎｔｈ－ＣｅｎｔｕｒｙＥｎｇｌａｎｄ：

InHuencesofNicholasLove,ｓＭ/ＴｒｏｒｏｆｒｂｅＢ/esse(]/Ｌ/定ｏｆ/ｅｓＵｓＣﾉｶﾞﾉlswt

田口まゆみ(ＴＡＧＵＣＨＩＭａｙｕｍｉ）

ヨーロッパ中世の終焉は、感情･情緒に満ち満ちていた。その走りは、１４世紀初めにフラン

シスコ修道会士によって書かれた｢キリストの生涯の黙想」ｗｅﾛﾉﾉta加刀ｅＳＷｒａｅＣﾉｹ巾ｔＤである。

西洋美術は、キリストの生涯を,情緒的に綴ったこの作品のおかげで感情表現を学んだ。また、

演盧Ｉや多くの宗教文学が沖影響を受けた。それはまた、この時代の士壌が生み出したものだと

言うこともできる。本研究は、銅の時代として、顧みられることが少ない１５世紀が、情緒の時代

であり、それは、西洋文化がその後の宗教改革を経て理性の時代へと熟成していく過程への

準備が進んだ重要な時代として再評価することを目的とした。

本研究では特に、「キリストの生涯の黙想｣の中世英語訳のひとつである、NicholasLoveに

よる〃ｅＭ/Ｙｍｒｏ/Ｗ〉ｅＢ/esseQM腕ｏｆ/ＢｓＵｓＣﾉｳ的tに焦点を当てた。

当時教会は、Wyclif派の教会批判、聖書中心主義の勢力を恐れ、Oxfbrd教令(1409)によ

って、彼らが１４世紀末に作った初めての英語による完訳聖書の使用を禁止するとともに、以後、

聖書を英語に訳すること、それらを使用することに厳しい制限を加え、教会の裁可を受けなけ

ればならないこととした。NicholasLoveの乃ｅＭ'ＴｏｒｏｆｔｈｅＢ/essedLi/もｏｆ/ｅＳｕｓＣﾉｳ血tは、

そうした中、福音書に代わる一般信徒の書物として教会の裁可を受けたことが知られる唯一の

書であり、さらに教会、政府が出版を奨励したので１世紀以上にわたって幅広い層の人々によ

って読まれた。

乃ｅＭ/ＴｏｒｏｆｔｂｅＢ/essedL舵ｏｆ/esusC/Ｔｍは、中世末期ヨーロッパ全域の美術に感'情

表現を与えた｢キリストの生涯の黙想｣の情緒的特長を＋分に残し、直接的･間接的に、広くイ

ギリス市民に広め、当時の他の芸術･文化、メンタリテイ形成に多大な影響を与えた。しかし一

方、「キリストの生涯の黙想｣に大幅な肖'１除と加筆を行っており、最近その改変の意図や影響に

ついての研究がいくつか発表されている。

私は特に乃ｅＭＦｒｏｒｏﾉｶｹｅＢ/esse｡/Ｌ腕ｏｆルＳＵｓＣﾉｹﾉT/i5Tで使用されている特殊な語彙･表

現の頻度と分布を調べ、分析することによってＬｏｖｅが意図して変えた、あるいは無意識のうち

に変わった点についてその意味を、当時の文化的背景において考察した。

成果は、２００８年７月、国際学会InternationalConfCrenceonMiddleEnglish（Cambridge，

Ｕ]（)にて発表の上（"SomeCharacteristicsoftheUseofTechnicalDevotionalTermsin

NicholasLove，ｓＭｒＴｒｏｒｏ'ｔｈｅＢ/essedL腕ｏｆ/ＣｓﾘＳｃﾉｳ的t")、これをもとに進めた研究成果を

同国際学会のプロシーデイングに応募した。この論文は審査を通過したので、２０１０年中には

発行の見込みである。
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